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　民生委員・児童委
員、主任児童委員の
皆様方には、日頃よ
り、地域福祉の増進
に格別のご支援とご
協力を賜っておりま
すことに、深く感謝申し上げます。
　さて、近年、生活様式の多様化や地域
におけるコミュニティの希薄化など、子
育て家庭を取り巻く環境は大きく変化し
ており、子育てに対する負担感や不安感
が増大する中で、子育てやこどもの健や
かな成長を社会全体で支えていく必要が
あります。
　そのような中、本市としましては、こ
れからの社会を担う大切な宝であるこど
もを核としたまちづくりを進めるため、
本年４月に「こども局」を新設し、活力
に満ちた上質な生活都市の実現に向け、
各種施策に取り組んでいるところです。
このような取組を着実に進めていくため
には、地域の実情に明るく、住民の方々
からの信頼が厚い民生委員・児童委員、
主任児童委員の皆様方との連携が不可欠
でございますので、今後とも、なお一層
のお力添えを賜りますようお願い申し上
げます。

　一斉改選から、
まもなく一年とな
ります。この間、
新型コロナウイル
ス感染症の脅威か
ら活動制限をせざ
るを得なくなりましたが、５月からは
創意工夫をし、人々の繋がりを作るた
めに、地域活動を再開されていると思
います。
　本年、市民児協の活動は、児童委員・
主任児童委員として、地域の「子育て
応援団」を目指すこととしました。こ
れまでにない厳しい環境の中で、こど
もの最善の利益を第一に考え、健やか
な成長を地域全体で後押ししたいと考
えています。こどもが抱える課題には、
家庭環境を反映したものも多く、社会
全体での支援が必要だと思われます。
　熊本市、市社協、関係機関とのさら
なる連携を図り、こどもの笑顔と幸せ
のために、児童委員・主任児童委員活
動を充実させていきたいと考えていま
す。皆様のご理解、ご協力をお願い申
し上げます。
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支
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あ
う

住
み
よ
い
社
会

地
域
か
ら

く
ま
も
と
市

民
児
協
だ
よ
り

いまこそ “こどもまんなか ”子育て支援
熊本市民生委員児童委員協議会　会長　

小山　登代子

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

　「
一
斉
あ
い
さ
つ
運
動
」

白
川
校
区
民
児
協
　
会
長

 

越
智

　
智
鶴
子

　

５
月
12
日
（
金
）
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

日
の
朝
、
熊
本
市
民
児
協
で
は
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
一
斉
に
各
校
区
の
通
学
路
や
校
門

に
立
ち
、
あ
い
さ
つ
運
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

白
川
校
区
で
は
、
白
川
小
学
校
が
母
校
で
あ

る
大
西
市
長
を
は
じ
め
、
岡
村
中
央
区
長
、
市

民
児
協
小
山
会
長
、
市
社
協
萱
野
常
務
理
事
な

ど
が
、
東
門
に
立
た
れ
ま
し
た
。

「
あ
、
市
長
さ
ん
だ
！
」

と
気
づ
い
て
、
元
気
に
話
し
か
け
て
く
る
上
級

生
も
い
れ
ば
、
恥
ず
か
し
そ
う
に
う
つ
む
い
て

通
る
黄
色
い
帽
子
の
一
年
生
も
い
ま
し
た
。
立

ち
止
ま
っ
て

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

と
挨
拶
す
る
児
童
が
多
く
、
大
西
市
長
は
と
て

も
感
心
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
小
山
会
長
は
、
児

童
を
送
っ
て
き
た
保
護
者
や
門
の
前
を
通
る
地

域
の
方
に
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
の
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
渡
し
な
が
ら
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

児
童
に
と
っ
て
も
地
域
の
方
に
と
っ
て
も
特

別
な
朝
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
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◆ 

令
和
４
年
度

　

熊
本
市
民
児
協
被
表
彰
者
一
覧

〈
社
会
福
祉
功
労
者
に
対
す
る
厚
生
労
働
大
臣

表
彰
〉

　
・
中
央
区
（
帯
山
）　 

久
保
田

　
節
子

　
・
西
　
区
（
小
島
・
中
島
・
松
尾
）

 

小
島
　
と
よ
子

　
・
北
　
区
（
高
平
台
）　 

内
原

　
富
美
子

〈
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
〉

◎
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
表
彰

　
・
西
　
区
（
小
島
・
中
島
・
松
尾
）

 

　
小
島

　
と
よ
子

　
・
北
　
区
（
高
平
台
）　 

内
原
　
富
美
子

〈
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
会
長
表
彰
〉

◎
優
良
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
表
彰

　
・ 

中
央
区

　
向
山
校
区
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会

◎ 

永
年
勤
続
単
位
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長
表
彰

　
・ 

中
央
区
　
本
荘
校
区
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会 

会
長
　
竹
田
津
キ
ク
ヱ

　
・ 

西
　
区
　
三
和
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会 

会
長

　
秦

　
　
英
房

◎
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者
表
彰
（
20
名
）

◎
永
年
勤
続
民
生
委
員
・
児
童
委
員
表
彰

 

（
13
名
）

〈
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
対
す
る
厚
生
労
働

大
臣
特
別
表
彰
〉 

（
50
名
）

〈
九
州
社
会
福
祉
協
議
会
連
合
会
会
長
表
彰
〉

 

（
75
名
）　

〈
熊
本
県
社
会
福
祉
功
労
者
表
彰
（
熊
本
県
知

事
表
彰
）〉 

（
69
名
）

〈
熊
本
市
有
功
者
表
彰
〉 

（
18
名
）

 

（
敬
称
略
）

熊
本
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
役
員

会
　
長

　
小
山
登
代
子

　
（
北

　
区
・
城
北
校
区
）

副
会
長

　
野
口
志
津
子

　
（
南
区
・
田
迎
南
校
区
）

　（
会
長
職
務
代
理
）

副
会
長
　
岡
本
　
恭
典
　
（
中
央
区
・
城
東
校
区
）

副
会
長

　
枦
木

　
孝
一

　
（
東

　
区
・
若
葉
校
区
）

　（
広
報
委
員
長
）

副
会
長
　
村
山
　
　
寛
　
（
西
　
区
・
白
坪
校
区
）

　（
会
計
）

副
会
長
　
津
地
　
尚
文
　
（
北
　
区
・
川
上
校
区
）

　（
研
修
委
員
長
）

理
　
事
　
竹
田
津
キ
ク
ヱ
（
中
央
区
・
本
荘
校
区
）

理
　
事
　
濱
部
　
純
子
　
（
東
区
・
泉
ヶ
丘
校
区
）

理
　
事
　
中
島
　
花
江
　
（
西
　
区
・
春
日
校
区
）

理
　
事
　
関
根
　
義
臣
　
（
南
　
区
・
御
幸
校
区
）

理
　
事

　
山
口

　
弘
幸

　
（
北
区
・
高
平
台
校
区
）

理
　
事
　
細
西
　
恭
代
　
（
中
央
区
・
城
東
校
区
）

　（
主
任
児
童
委
員
部
会
会
長
）

監
　
事

　
米
満
美
恵
子

　
（
中
央
区
・
帯
山
校
区
）

監
　
事
　
小
夏
　
敏
明
　
（
南
　
区
・
豊
田
校
区
）

熊
本
市
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長
及
び
副
会
長

中
央
区
　
会
　
長
　
岡
本
　
恭
典
　
（
城
東
校
区
）

　
　
　
　
副
会
長

　
竹
田
津
キ
ク
ヱ
（
本
荘
校
区
）

東
　
区
　
会
　
長
　
枦
木
　
孝
一
　
（
若
葉
校
区
）

　
　
　
　
副
会
長
　
濱
部
　
純
子
　
（
泉
ヶ
丘
校
区
）

西
　
区

　
会

　
長

　
村
山

　
　
寛

　
（
白
坪
校
区
）

　
　
　
　
副
会
長
　
中
島
　
花
江
　
（
春
日
校
区
）

南
　
区

　
会

　
長

　
野
口
志
津
子

　
（
田
迎
南
校
区
）

　
　
　
　
副
会
長

　
関
根

　
義
臣

　
（
御
幸
校
区
）

北
　
区

　
会

　
長

　
津
地

　
尚
文

　
（
川
上
校
区
）

　
　
　
　
副
会
長

　
山
口

　
弘
幸

　
（
高
平
台
校
区
）

役
員
紹
介

北
区
会
長

　
津
地
　
尚
文

　
楽
し
く
、
仲
良
く
、
や
り
が
い
を
持
っ
て
取
り

組
め
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
目
指
し
て
頑
張

り
ま
す
。

南
区
会
長

　
野
口
志
津
子

　
南
区
会
長
会
は
、
委
員
の
皆
様
が
安
心
し
て
活

動
が
で
き
る
よ
う
、
心
配
や
困
り
事
に
対
し
支
援

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

西
区
会
長

　
村
山

　
　
寛

　
西
区
委
員
の
皆
さ
ん
が
、
楽
し
く
や
り
が
い
を

持
っ
て
日
々
の
活
動
が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
委
員

を
し
て
よ
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

東
区
会
長

　
枦
木
　
孝
一

　
普
段
の
生
活
に
戻
り
つ
つ
あ
る
今
日
に
感
謝
で

す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
は
、
人
と
し
て
支
え
合

う
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。「
お
互
い
さ
ま
」
の
心

を
培
い
、
歩
み
を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
は
元
気
で
あ
る
こ
と
。〝
健
康
第
一
〞で
す
。

中
央
区
会
長

　
岡
本
　
恭
典

　
日
頃
の
言
行
は
明
る
く
、
楽
し
く
、
和
や
か
に

任
期
を
通
し
て
共
に
人
格
と
識
見
の
向
上
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

各区会長あいさつ
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中
央
区
民
児
協
は
6
月
6
日
（
火
）
会
長
会
終
了
後
、
午
後
2
時
よ
り
福
田
病
院
な
ら

び
に
寿
心
亭
（
じ
ゅ
し
ん
て
い
）
で
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

前
半
は
病
院
内
の
見
学
研
修
、
後
半
は
隣
接
の
寿
心
亭
で
母
子
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
の
日

髙
室
長
に
よ
る
「
院
内
に
お
け
る
母
子
支
援
」
を
テ
ー
マ
に
学
習
し
ま
し
た
。

　

学
習
で
は
母
子
の
健
や
か
な
出
産
と
は
別
に
若
年
層
の
妊
娠
に
関
わ
る
統
計
や
出
産
前

後
の
難
し
い
生
活
環
境
の
中
、
母
子
と
も
に
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
実
情
を
垣
間
見
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
回
の
学
習
を
通
し
て
4
月
1
日
に
発
足
し
た
「
こ
ど
も
家
庭
庁
」
と
「
市
こ
ど
も
局
」、

私
た
ち
「
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
」
と
地
域
の
母
子
支
援
組
織
の
連
携
の
必
要
性
を

学
び
ま
し
た
。

　令和２年７月豪雨から３年目を迎える被災地「人吉・球磨」を訪ねました。
　７月３日から４日にかけて降り続いた雨は10時間以上続き、球磨川を氾濫させ、橋梁の流失、堤防の決壊、
土砂流入、県道の電柱の高さ5.7Mまで濁流が押し寄せました。
　増水した支流が本流・球磨川に合流し、川幅が狭くなっている渡地区で逆流氾濫したことで川沿いの集落は
避難が困難になり、多くの被害と尊い命が失われました。「球磨川を一番理解していた住民達の予想を遥かに
上回り被災してしまった」と語られるほどの豪雨災害です。
　農家レストラン「ひまわり亭」の本田節さんは「店
のシンボルであったキジ馬が目の前の赤い橋の上を
超えて流されていきました。」と語られ、被災４日目
から５か月間、２万食の炊き出しをされたそうです。
　現在も675名（令和５年７月時点）の方が仮設住宅
での生活を余儀なくされていますが、防災、減災対
策を踏まえた老健施設、公営住宅、遊水池、堤防の
建設も進んでいます。語り部の方からは身近な行政
に助けられたとの言葉もあり、地域全体で日頃の支
え合い、助け合い、自助、共助の大切さを学びました。
　１日も早い復興を願ってやみません。

～熊本市民児協会長視察研修～
託麻北校区民児協会長・広報委員　高松　幸代

復興進む豪雨被災地「人吉・球磨」を訪ねて

中央区

　
会
長

　
岡
本

　
恭
典

母
子
支
援
の
あ
り
方
を
学
習

　

中
央
区
会
長
視
察
研
修
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
全
国
定
数
は
24
万
人
で
す
が
、
昨

年
の
一
斉
改
選
で
は
93
％
の
充
足
率
で
す
。
熊
本
市
に
お
い
て

は
1
，3
0
0
人
が
一
斉
改
選
に
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
が
、

充
足
率
は
88
％
と
全
国
平
均
よ
り
低
い
数
字
で
す
。

　

こ
の
こ
と
は
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
自
治
会
役
員
も
同
様
の
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

託
麻
南
校
区
３
町
内
で
は
役
員
募
集
に
関
す
る
実
態
調
査
を
実

施
し
た
結
果
、
65
歳
〜
70
歳
は
70
％
の
人
が
何
ら
か
の
仕
事
を

し
て
い
る
と
の
結
果
が
出
ま
し
た
。
要
員
確
保
は
非
常
に
困
難

な
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
託
麻
南
校
区
民
児
協
で
は
今
年
か
ら
定

例
会
を
、
毎
月
第
２
木
曜
日
の
午
後
７
時
か
ら
始
め
ま
し
た
。

フ
ル
タ
イ
ム
で
仕
事
を
し
て
い
る
人
へ
の
配
慮
か
ら
で
す
。
こ

れ
か
ら
の
自
治
会
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
は
、
仕
事
を

し
な
が
ら
で
き
る
活
動
で
な
け
れ
ば
「
な
り
手
不
足
」
は
解
消

出
来
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
活
動
を

見
直
し
、
負
担
軽

減
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
な
お
一
層
の

民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
役
割
の
見

直
し
が
望
ま
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
お
変
わ
り
な
か
っ
た
で

す
か
」「
今
月
も
お
会
い
で
き
ま
し
た
ね
」

　

毎
月
第
4
火
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら
若
葉
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ
て
い
る
「
若
葉
ふ

れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
の
一
コ
マ
で
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
開
催
場
所
の
コ
ミ
セ
ン
が
閉
館
に
な
ら
な
い
限
り

続
け
て
き
ま
し
た
。
開
催
お
知
ら
せ
の
回
覧
板
は
毎
月

初
め
に
校
区
社
協
が
作
成
し
、
当
日
の
実
施
ス
タ
ッ
フ

は
民
生
委
員
・
児
童
委
員
で
す
。
マ
ス
ク
の
着
用
確
認

や
検
温
、
15
項
目
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
体
組
成
測
定
に

は
じ
ま
り
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
血
圧
測
定
と
健
康

相
談
を
行
い
ま
す
。
各
コ
ー
ナ
ー
へ
の
案
内
や
記
録
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
行
い
、
定
例
会
で
役
割
を
確

認
し
ま
す
。

　

健
康
体
操
で
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、
月
ご
と
に
予
定
さ

れ
て
い
る
コ
ー
ラ
ス
や
ギ
タ
ー
演
奏
な
ど
を
楽
し
み
ま

す
。
ま
た
、
詐
欺
被
害
や
火
災
予
防
、
介
護
や
医
療
、

食
事
な
ど
に
つ
い
て
の
講
話
も
あ
り
ま
す
。

　

毎
回
30
名
か
ら
40
名
の
参
加
が
あ
り
、
男
性
の
参
加

も
増
え
て
き
ま
し
た
。
一
堂
に
会
し
て
の
茶
話
会
は
ま

だ
で
き
ま
せ
ん
が
、
用
意
し
た
お
茶
菓
子
を
手
土
産
に

「
あ
り
が
と
う
」「
楽
し
か
っ
た
」「
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
」

と
の
元
気
な
笑
顔
と
言
葉
に
心
が
和
み
ま
す
。

託
麻
南
校
区
民
児
協
　
会
長

　
富
永

　
博
文

若
葉
校
区
民
児
協
　
副
会
長

　
角
田
由
美
子

サ
ロ
ン
で
高
齢
者
見
守
り

夜
の
定
例
会

東　区

東　区
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西
区
民
児
協
で
は
、
一
斉
改
選
に
よ
り

仲
間
に
な
っ
た
多
数
の
新
任
委
員
の
研
修

と
、
こ
こ
3
年
間
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

研
修
や
活
動
の
機
会
が
減
少
し
た
再
任
委

員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
各
民

児
協
が
同
一
機
関
に
講
師
の
派
遣
を
依
頼

し
、
出
前
講
座
と
し
て
令
和
5
年
3
月
よ

り
8
月
ま
で
全
6
回
行
い
ま
し
た
。

　

各
単
位
民
児
協
と
も
定
例
会
の
前
後
30

分
か
ら
1
時
間
程
度
を
研
修
に
充
て
て
い

ま
し
た
。
講
師
は
民
生
委
員
・
児
童
委
員

活
動
に
お
い
て
連
携
が
必
要
な
、
福
祉
課
、

保
護
課
、
保
健
こ
ど
も
課
、
市
社
協
、
さ

さ
え
り
あ
、
熊
本
市
障
が
い
者
支
援
セ
ン

タ
ー
「
さ
い
せ
い
」
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

定
例
会
で
の
情
報
提
供
で
し
か
顔
を
合
わ

せ
る
こ
と
が
無
か
っ
た
各
機
関
の
業
務
内

容
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

受
講
し
た
委
員
か
ら
は
、「
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
役
割
は
つ
な
ぎ
役
と
聞
い
て

い
た
が
、
ど
の
機
関
に
つ
な
げ
ば
い
い
か

理
解
で
き
た
。」「
こ
ど
も
に
目
を
向
け
た

活
動
に
も
っ
と
取
り
組
ま
ね
ば
と
実
感
し

た
。」「
各
機
関
の
話
は
、
今
後
の
活
動
に

役
立
つ
も
の
ば
か
り
で
良
か
っ
た
。」「
民

生
委
員
・
児
童
委
員
と
の
連
携
事
例
を

も
っ
と
知
り
た
い
」

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
の
方
々

と
の
信
頼
関
係
を
深
め
、
小
さ
な
事
で
も

相
談
を
受
け
ら
れ
、
様
々
な
地
域
の
情
報

が
得
ら
れ
る
よ
う
な
存
在
に
な
る
こ
と
が

大
切
だ
と
あ
ら
た
め
て
感
じ
た
。」
等
々

の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

西
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
今
回

の
研
修
を
受
講
し
、
新
任
委
員
は
基
礎
知

識
を
学
び
、
再
任
委
員
は
よ
り
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
し
た
知
識
を
得
た
こ
と
に
よ
り
、

今
後
の
活
動
の
幅
が
一
層
広
が
る
こ
と
が

期
待
で
き
ま
す
。

　

私
達
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
「
七
施
（
な

な
せ
）
の
会
」
と
言
い
ま
す
。
30
名
程
の
75
歳

以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。
町
内
の
お
寺
の
坊
守
さ
ん
が
こ
の

会
の
会
長
で
、
私
達
2
名
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
が
副
会
長
、
自
治
会
長
を
顧
問
に
迎
え
て

総
勢
9
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

会
の
名
に
な
っ
て
い
る
七
施
と
は
、

★
目が
ん

施せ

…
優
し
い
眼
差
し

★
和わ

顔が
ん

悦え
つ
し
き色
施せ

…
な
ご
や
か
な
顔

★
言ご

ん

辞じ

施せ

…
や
さ
し
い
言
葉

★
心し

ん

施せ

…
あ
た
た
か
い
心

★
身し

ん

施せ

…
心
の
こ
も
っ
た
行
動

★
房ぼ

う
し
ゃ舎
施せ

…
お
と
ず
れ
た
人
を
心
地
よ
く
迎
え

る
心

★
床し

ょ
う

座ざ

施せ

…
お
も
て
な
し
の
心

　

私
達
は
こ
の
「
七
施
」
を
常
に
心
が
け
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
勤
し
ん
で
お
り
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
①
年
に
3
回
の
お
弁
当
配
り
、

②
年
に
4
回
の
機
関
紙
発
行
、
③
施
設
へ
の
見

学
会
、
④
手
芸
教
室
、
⑤
来
年
度
の
干
支
作
り
、

⑥
町
内
行
事
へ
の
参
加
で
す
。
高
齢
化
が
進
む

中
、
皆
さ
ん
が
元
気
で
明
る
く
年
を
重
ね
て
く

だ
さ
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

白
坪
校
区
民
児
協

　
村
山

　
寛
・
笹
本

　
惠

城
西
校
区
民
児
協
　
会
長

　
佐
藤

　
素
子

白
坪
校
区
８
町
内
の

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
「
七
施
の
会
」

今
後
の
活
躍
に
期
待
！

　

西
区
民
児
協
出
前
講
座

西　区

西　区
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令
和
5
年
7
月
20
日
（
木
）
午
後
1
時
か
ら
、

熊
本
市
幸
田
公
民
館
大
ホ
ー
ル
に
て
南
区（
幸
田
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
令
和
5
年
4
月
1
日
に
「
こ

ど
も
家
庭
庁
」
が
発
足
し
た
こ
と
に
伴
い
、
熊
本

市
は
「
こ
ど
も
局
」
を
設
置
、
研
修
会
で
は
こ
ど

も
政
策
課
の
那
須
光
也
課
長
、
こ
ど
も
の
権
利
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
開
設
準
備
室
の
上
野
大
吾
室
長

よ
り
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

演
題
①
―
1
「
こ
ど
も
局
に
つ
い
て
」

　

出
生
数
の
減
少
と
少
子
化
の
加
速
へ
の
対
応
は

喫
緊
か
つ
最
重
要
課
題
で
あ
り
、
こ
ど
も
を
め
ぐ

る
複
雑
・
多
岐
に
わ
た
る
課
題
に
迅
速
・
的
確
、

丁
寧
な
対
応
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
ど

も
や
子
育
て
家
庭
の
視
点
に
立
っ
た
こ
ど
も
政
策

の
立
案
と
、
全
て
の
健
や
か
な
育
ち
を
支
え
る
施

設
の
全
庁
的
・
総
合
的
な
け
ん
引
役
を
こ
ど
も
局

が
担
う
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

演
題
①
―
2
「
こ
ど
も
権
利
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
開
設
準
備
室
に
つ
い
て
」

　

い
じ
め
や
体
罰
を
含
め
、
こ
ど
も
の
権
利
を
侵

害
す
る
も
の
か
ら
こ
ど
も
を
守
る
た
め
に
開
設
に

向
け
た
準
備
室
を
現
在
4
名
の
職
員
で
運
営
さ
れ

て
お
り
、
開
設
時
に
は
職
員
を
増
員
し
て
対
応
さ

れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

演
題
②
「
不
登
校
の
現
状
と
民
生
委
員
・
児
童

委
員
に
期
待
す
る
こ
と
」

　

熊
本
市
教
育
委
員
会
の
吉
里
麻
紀
課
長
、
総
合

支
援
課
学
校
サ
ポ
ー
ト
班
の
石
田
啓
子
指
導
主
事

に
よ
り
お
話
が
あ
り
、
熊
本
市
だ
け
で
な
く
全
国

的
に
不
登
校
児
童
数
が
年
々
増
加
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
平
成
28
年
に「
教
育
機
会
確
保
法
」

が
で
き
、
豊
か
な
学
校
生
活
・
教
育
を
受
け
ら
れ

る
環
境
、
不
登
校
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
、
不
登

校
で
も
学
習
で
き
る
環
境
の
整
備
を
掲
げ
て
フ
レ

ン
ド
リ
ー
オ
ン
ラ
イ
ン
、
ユ
ア
・
フ
レ
ン
ド
、
Ｓ

Ｃ
、
Ｓ
Ｓ
Ｗ
と
い
っ
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
は
、
担
当
地
域

で
い
じ
め
や
体
罰
等
の
情
報
を
収
集
し
た
場
合
、

相
談
窓
口
と
し
て
こ
ど
も
権
利
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
へ
情
報
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
、

心
強
い
と
思
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
不
登
校
児

童
に
つ
い
て
は
、
個

人
情
報
等
が
あ
り
、

情
報
が
得
に
く
い
た

め
に
学
校
・
総
合
支

援
課
と
情
報
を
共
有

す
る
と
共
に
い
ろ
い

ろ
な
支
援
が
あ
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

　

令
和
5
年
6
月
29
日
（
木
）
富
合
公
民
館
に
お
い
て
、
会
長
13
名
、
副

会
長
19
名
計
32
名
の
参
加
で
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー「
さ
さ
え
り
あ
熊
本
南
」村
田
美
妃
セ
ン
タ
ー

長
よ
り
業
務
内
容
や
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て
事
例
を
通
し
て
具
体
的
に
お

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
複
雑
な
事
情
の
あ
る
高
齢
者
の
支
援
に
は
民

生
委
員
・
児
童
委
員
（
以
下
民
生
委
員
）
か
ら
の
情
報
が
活
用
さ
れ
て
お

り
、
あ
ら
た
め
て
地
域
の
見
守
り
活
動
の
充
実
を
痛
感
し
ま
し
た
。
次
に
、

田
中
知
英
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
よ
り
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
、
自
立
し
た
日
常
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医
療
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
が
、
で
き

な
い
こ
と
だ
け
を
補
う
サ
ー
ビ
ス
で
は
な
い
こ
と
、
ま
た
、
要
介
護
状
態

前
の
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
予
防
の
た
め
民
生
委
員
が

活
動
し
て
い
る
地
域
で
の
サ
ロ
ン
や
百
歳
体
操
活
動
が
効
果
的
で
あ
る
こ

と
も
学
び
ま
し
た
。

　
「
単
位
民
児
協
定
例
会
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
」
で
は
、
各
単
位
民
児

協
定
例
会
の
レ
ジ
ュ
メ
を
事
前
準
備
し
参
加
者
に
配
布
し
討
議
を
し
ま
し

た
。
レ
ジ
ュ
メ
の
書
式
や
会
議
内
容
は
各
民

児
協
に
特
色
が
あ
り
、
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
新
規
や
ベ
テ
ラ
ン
民
生
委
員
で

も
相
談
や
活
動
に
悩
む
事
例
の
検
討
を
し
て

い
る
単
位
民
児
協
も
あ
り
、
安
心
し
て
活
動

が
で
き
る
た
め
の
方
法
と
し
て
取
り
入
れ
て

い
き
た
い
と
の
感
想
も
あ
り
ま
し
た
。

　

研
修
会
終
了
後
、
南
区
福
祉
課
、
市
社
協

南
区
事
務
所
職
員
の
方
に
も
参
加
い
た
だ
き

懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
音
の
情
報
交

換
が
で
き
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
今
後
の
活

動
に
活
か
せ
る
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

南　区

南　区

　
会
長

　
野
口
志
津
子

田
迎
・
田
迎
西
校
区
民
児
協
　
会
長

　
西
田

　
浩
治

南
区
民
児
協

　

会
長
・
副
会
長
研
修
会

こ
ど
も
の
視
点
に
立
っ
た
対
応
を
！

　

南
区
（
幸
田
）
民
児
協
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
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熊
本
市
が
中
心
と
な
っ
て
開
発
し
た
大
規
模
団
地
「
楠
団

地
」
は
、
開
発
か
ら
半
世
紀
を
超
え
、
人
口
構
成
や
街
の
様

子
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
昭
和
50
年
代
に
1
，

6
0
0
名
を
超
え
て
い
た
楠
小
学
校
の
児
童
数
は
現
在

2
5
0
名
ほ
ど
で
、
高
齢
化
率
は
35
％
を
超
え
る
な
ど
少
子

高
齢
化
が
顕
著
で
す
。
一
方
、
近
隣
の
合
志
市
や
菊
陽
町
方

面
は
、
大
型
企
業
進
出
な
ど
に
よ
り
開
発
速
度
は
一
段
と
増

し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
大
き
な
変
化
の
中
、
単
位
民
児
協
の
活
動
を

進
め
て
い
く
う
え
で
委
員
一
同
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
、

そ
れ
は
新
興
地
「
楠
の
街
」
を
作
り
上
げ
て
き
た
先
達
の
思

い
や
努
力
を
し
っ
か
り
受
け
継
ぎ
、
次
の
世
代
へ
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
今
年
の
楠
校
区
民
児
協
は
、「
異

世
代
間
交
流
の
大
切
さ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
活
動
を
進
め
て

い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

①
高
齢
者
・
子
育
て
世
代
を
対
象
に
し
た
親
子
工
作
が「
熊

本
市
夢
も
や
い
館
」
で
計
画
さ
れ
た
と
き
に
〝
折
紙
凧
作
り
〞

と
〝
ス
ト
ロ
ー
ひ
ご
ぐ
に
ゃ
ぐ
に
ゃ
凧
作
り
〞
を
し
ま
し
た
。

凧
作
り
、
凧
揚
げ
を
通
し
て
委
員
と
親
子
の
会
話
が
広
が
り

和
や
か
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

②
楠
小
学
校
の
放
課
後
児
童
育
成
ク
ラ
ブ
で
、〝
お
話
会
〞

と
〝
科
学
工
作
も
の
づ
く
り
〞
を
企
画
し
ま
し
た
。
お
話
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
お
話
に
、
こ
ど
も
達
は
時
間
を
忘
れ

て
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
工
作
は
、
竹
の
割
り
ば
し
と
輪

ゴ
ム
で
作
っ
た
発
射
装
置
付
き
紙
飛
行
機
を
制
作
、
委
員
や

指
導
員
か
ら
紙
飛
行
機
作
り
を
習
う
こ
ど
も
達
は
、
未
知
へ

の
挑
戦
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

③
楠
小
学
校
で
は
夏
休
み
に
な
る
と
「
す
く
す
く
夏
休
み

寺
子
屋
教
室
」
を
実
施
し
て
お
り
、
楠
校
区
民
児
協
に
協
力

依
頼
が
来
ま
す
。
今
年
は
委
員
の
得
意
分
野
で
あ
る
習
字
や

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
な
ど
に
取
り
組
み
、
夏
休
み
の
課
題
に
取
り

組
む
こ
ど
も
達
の
支
援
を
し
ま
し
た
。

　

④
楠
小
学
校
は
校
地
も
広
く
、
児
童
だ
け
で
は
校
舎
の
清

掃
や
除
草
も
大
変
で
あ
る
た
め
、
学
校
と
楠
５
町
内
老
人
会
、

民
児
協
が
連
携
し
校
地
の
一
部
に
児
童
と
高
齢
者
が
共
に
楽

し
む
農
園
を
整
備
し
ま
し
た
。
老
人
会
の
農
園
部
の
方
が
児

童
と
一
緒
に
季
節
の
野
菜
や
花
な
ど
を
育
て
て
い
ま
す
。
育

て
た
サ
ツ
マ
イ
モ
や
野
菜
、
花
な
ど
の
果
実
は
理
科
・
生
活

科
の
教
材
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
様
々
な
機
会
を
と
ら
え
て
、
高
齢
者
と
こ
ど

も
達
が
ふ
れ
あ
い
、
心
を
通
わ
せ
る
場
を
設
け
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。「
異
世
代
間
交
流
」
の
具
現
化
は
難
し
い
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
次
世
代
を
担
う
こ
ど
も
達
を
活
動
の
中

心
に
置
き
、
地
域
の
健
や
か
な
成
長
に
寄
与
で
き
る
方
策
を

追
い
求
め
て
い
き
ま
す
。

　

　

令
和
５
年
３
月
28

日
（
火
）、
午
後
１

時
30
分
か
ら
４
時
ま

で
、
植
木
文
化
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

で
北
区
民
児
協
新
任

委
員
研
修
会
が
開
催

さ
れ
、
令
和
４
年
12

月
の
一
斉
改
選
で
新

た
に
委
嘱
を
受
け
た

委
員
他
百
余
名
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
北
区
会
長
津
地
よ
り
、
活
動
記
録
の
意
義

や
記
入
方
法
に
つ
い
て
の
講
話
を
し
、
そ
の
後
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
き

「
活
動
の
中
で
の
疑
問
や
課
題
」「
民
児
協
へ
の
要
望

や
意
見
」
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
ど
の

グ
ル
ー
プ
も
活
発
な
発
言
が
続
き
、
会
場
は
委
員
の

熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
終

了
後
の
質
問
や
要
望
に
は
小
山
市
民
児
協
会
長
か
ら

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

新
任
委
員
の
皆
さ
ん
と
っ
て
は
民
生
委
員
児
童
委

員
活
動
に
戸
惑
う
こ
と
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
が
、

こ
の
研
修
が
組
織
や
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
、
意
欲

を
も
っ
て
楽
し
く
活
動
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

北　区

楠
校
区
民
児
協
　
会
長

　
小
山

　
和
美

　
会
長

　
津
地

　
尚
文

異
世
代
間
交
流
の
大
切
さ

　

大
き
く
変
わ
る
地
域
の
中
の
民
児
協
活
動

北
区
新
任
委
員

　

研
修
会
を
開
催

北　区

夢もやい館親子工作の様子

老人会による農園整備
（楠小学校）

楠小児童育成クラブ
「お話会の様子」
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自身のスキルアップを目指して
４年ぶりの視察研修

　

令
和
5
年
8
月
3

日
（
木
）、
熊
本
市

主
任
児
童
委
員
部
会

の
視
察
研
修
が
4
年

ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、

熊
本
市
立
あ
お
ば
支

援
学
校
を
訪
問
し
ま

し
た
。
初
め
に
、
教

頭
先
生
か
ら
学
校
の

特
色
や
こ
ど
も
た
ち

の
日
頃
の
学
校
生
活

の
様
子
な
ど
の
お
話

が
あ
り
、
そ
の
後
校

内
を
案
内
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

あ
お
ば
支
援
学
校

は
、
知
的
障
害
特
別

支
援
学
校
で
、
小
学
部
１
学
年
１
学
級
、
中
学
部
１
学
年

２
学
級
、
小
中
学
部
と
も
に
１
学
級
６
人
の
体
制
に
な
っ

て
い
ま
す
。
大
き
な
特
色
と
し
て
、
城
東
小
学
校
・
藤
園

中
学
校
と
隣
接
し
て
お
り
、
そ
の
立
地
を
生
か
し
た
日
常

的
な
交
流
や
共
同
学
習
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

開
校
し
て
４
年
目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
校
内
は
木
の

香
り
に
包
ま
れ
、
綺
麗
で
温
か
み
の
あ
る
造
り
に
な
っ
て

い
て
、
調
理
室
や
木
工
作
業
室
な
ど
、
こ
ど
も
た
ち
が
意

欲
的
に
学
習
や
作
業
が
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
ど
も
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

実
現
す
る
た
め
に
、
今
何
が
必
要
な
の
か
を
考
え
、
将
来

の
自
立
と
社
会
参
加
の
た
め
の
「
生
き
る
力
」
を
持
て
る

よ
う
、
一
人
一
人
の
こ
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

頑
張
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
先
生
方
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
視
察
研
修
で
し
た
が
、
支
援
学
校
や
支
援

学
級
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
る
機
会
が
あ
る
主
任
児
童
委

員
に
と
っ
て
、
自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
意
義

の
あ
る
研
修
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

東
区
山
ノ
内
校
区
子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
か
ん
が

る
ー
く
ら
ぶ
」
は
、
毎
月
第
１
水
曜
日
に
開
催
し

て
い
ま
す
。
毎
回
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
わ
ら
べ

う
た
を
20
分
間
し
た
後
、
月
々
の
活
動
を
し
ま
す
。

　

６
月
は
、
主
任
児
童
委
員
部
会
の
細
西
部
会
長

に
講
師
を
お
願
い
し
て
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
講
習
を
し

ま
し
た
。
初
め
に
、
フ
ラ
の
手
の
動
き
は
手
話
と

同
じ
で
言
葉
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
や
ス
テ
ッ
プ
、

腰
の
動
き
な
ど
基
礎
を
教
わ
り
、
そ
れ
か
ら
ア
ッ

プ
テ
ン
ポ
の
曲
に
７
人
の
マ
マ
た
ち
が
挑
戦
し
ま

し
た
。
最
初
は
バ
ラ
バ
ラ
な
動
き
で
悪
戦
苦
闘
！

し
か
し
、
最
後
は
皆
さ
ん
フ
ラ
ガ
ー
ル
に
な
っ
て
、

ス
テ
ー
ジ
で
踊
り
ま
し
た
。

　

梅
雨
空
で
し
た
が
、
会
場
だ
け
は
一
足
お
先
に

常
夏
ハ
ワ
イ
に
な
り
ま
し
た
。

こ
ど
も
ま
ん
な
か

　
子
育
て
サ
ー
ク
ル
紹
介

「個人情報の管理は慎重に‼」 民生委員法には守秘義務が規定されています。
保有する情報には十分気を付けましょう‼　

　異常気象を招いている地球温暖化が叫ばれているものの、対
策を示すことのできない世界の風潮があります。身近なところ
では、超少子高齢化を迎え、いびつな人口構成が明らかになっ
てきています。4月にはこども家庭庁も発足し、「こども中心」
の対策に目が向けられ、今年は、こども応援団スタートの年に
なりました。民生委員児童委員活動の中心としてこれからの日
本を背負っていく世代、未来を築いていくこども達をしっかり
見守り育てていきましょう。広報委員一同このような思いを込
めて編集しました。寄稿いただいた皆様、事務局の皆様に感謝
します。 広報委員長　枦木　孝一

編

集
後

記
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